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＜脳の中で起こっていること＞ 

１０月５日付の神戸新聞の記事です。これを読んで、他人ごとではないと改めて思いま 

した。元々、人間には「殺人」をためらう心の機能が備わっているそうです。記事にある

ように、第 2次世界大戦の時、敵に向かって発砲できた兵士は約 20％でした。昔はアメ

リカでの狙撃訓練に使われていたのは丸形の標的でした。もっと発砲できるように考えら

れたのが、人型の標的。それだけで発砲率は格段に高くなったそうです。けれど、やはり

人間です。敵を撃ったことで、PTSD（心的外傷後ストレス障害）になる人が多かったそ

うです。そこで考えられたのは何だと思いますか？そう、実際に人を撃ち、血が噴き出る

現実と同じような体験ができるゲーム機での訓練だそうです。（「脳内汚染」/岡田尊司著） 

 みなさんが楽しんで遊んでいるゲーム。中には戦いで、現実と同じようなリアルな画面

の物もあるでしょう。みなさんがやっているのは、実際に人殺しをしても何とも感じない

心を作る訓練をしているのと同じなのです。楽しみながら、どんどん人間らしい心を壊し

ているのだということを忘れてはいけません。そして、ゲームは中毒性が強いので、やれ

ばやるほどやめられなくなります。自分の脳や心を守る方法を考えなくてはなりません。

これは、みなさんだけではできません。お家の人に協力してもらい、よく話し合って遊び

方を決めましょう。年齢制限のあるゲームは、それだけの意味があるのです。 
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